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胎　土 焼成 備　考

口径 胴部径 底径 器高 内面 外面 内面 Hue 外面 Hue

第11図1 A-101 縄文 鉢 (11.2) - - (21.6) ヨコ方向ナデ

ヨコ方向丁寧なナデ・二枚
貝内面による条痕調整・ヨ
コ方向ナデ・タテ方向の条
痕調整からナデ調整

A・C・E・
H 良好 黄橙色、

明黄褐色
10YR7/8
10YR7/6

橙色、
明褐色

7.5YR6/8
7.5YR5/8

(内)全体の１/２程度の
黒斑（うすい）
(外)胴部中央にスス付
着、刺突文４ケ所

第11図2 E-7 縄文 深鉢 (27.6) - - (17.2) ナデ・二枚貝外面による条
痕調整後ナデ

ナデ・二枚貝外面による条
痕調整後ナデ B・C・G 良好 黒褐色

にぶい黄褐色
10YR3/1
10YR5/4

黒色
にぶい黄褐色

10YR2/1
10YR5/3

黒色研磨土器、口縁部、
頸部ともに３単位もしく
は４単位の刺突文が施さ
れる

第11図3 B-87 縄文 深鉢 32.8 - - (20.7) 二枚貝内面による条痕調整
後ナデ 丁寧なナデ A・C・E・

H 良好
明黄褐色
黄橙色
黒褐色

10YR7/6
10YR7/8
10YR3/1

黒褐色 10YR3/1

(外)凹線気味の沈線あ
り、ほぼ全面にスス付着
(内)ほぼ全面黒斑
一部反転合成

第11図4 A-17 縄文 鉢 (17.1) - - (18.2)
ヨコ方向ナデ・二枚貝内面
による条痕調整・ヨコ方向
ナデ・タテ方向ナデ

ヨコ方向ナデ・二枚貝内面
による条痕調整 B・C・G 良好 にぶい赤褐色

黒褐色
5YR5/4
5YR2/1

赤褐色
黒褐色

5YR4/6
5YR3/1 (内)種子痕あり

第11図5 B101 縄文 深鉢 (22.0) - - (14.6) ナデ 二枚貝による条痕調整後研
磨・ナデ A・C・E 良好 褐灰色 7.5YR4/1 黒褐色 2.5Y3/2 外面一部黒色化

第11図6 B-89 縄文 深鉢 (23.6) - - (12.8) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

ナデ・二枚貝による条痕調
整後研磨 A・C 良好 灰黄色 2.5Y6/2 にぶい黄色 2.5Y6/3 外面に凹線

第11図7 A-52 縄文 深鉢 - - - (24.1) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨、ナデ

二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨、ナデ A・C・E 良好 にぶい橙色 7.5YR6/3 暗褐色 7.5YR3/3 外面一部黒色化、上部に

凹線

第11図8 E-14 縄文 鉢 (32.4) (32.6) - (11.4) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨

二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨 A・B・C 良好 褐灰色 10YR5/1 にぶい黄色 2.5Y6/3 研磨は非常に丁寧

第11図9 A-88 縄文 鉢 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨

二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨 A・B・C 良好 にぶい橙色 7.5YR6/3 にぶい黄橙色 10YR7/3

第11図10 C 縄文 鉢 (17.8) - - 4.3 二枚貝外面による条痕調整 研磨 部分的に炭素吸着 A・C 良好 灰褐色 7.5YR6/2 灰褐色 7.5YR5/2

内面の条痕調整はある程
度の乾燥状態の中で行わ
れ、丁寧に行われる。口
縁部は凹線文の後にへら
状工具による綾杉状の短
沈線が施される。

第11図11 A 縄文 深鉢 - - - (7.5) ナデ調整 2枚内面による条痕調整 A・B・C 良好 にぶい黄橙色 10YR7/2 にぶい黄橙色 10YR7/3 細いヘラ状上具による多
状沈線文を施す

第11図12 C-75 縄文 深鉢 (27.8) (29.0) - (16.6) ナデ 二枚貝による条痕調整明瞭
に残る A・C 良好 灰黄色 2.5Y6/2 暗灰黄色 2.5Y5/2

第11図13 B-16 縄文 鉢 (28.2) - - (8.3) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後研
磨 A・B・C 良好 にぶい黄褐色 10YR5/4 黒褐色 10YR3/2 外面一部凹線

第11図14 B-55 縄文 深鉢 (29.4) - - (11.7) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ

ナデ・一部研磨・二枚貝に
よる条痕調整後ヨコ方向ナ
デ

A・B・C 良好 にぶい黄橙色 10YR6/4 黒褐色
暗褐色

5YR2/1
10YR3/3 外面一部凹線

第11図15 D-40 縄文 鉢 (23.6) - - (8.5) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後研
磨 A・C・H 良好 にぶい橙色 7.5YR6/4 黄灰色 2.5Y4/1 内外面一部に凹線

第11図16 一括 縄文 鉢 (15.2) - - 5.1
二枚貝外面による条痕調整
後研磨・炭素吸着による黒
色化

二枚貝外面による条痕調整
後研磨・炭素吸着による黒
色化

A・B・E 良好 褐灰色 5YR5/1 灰褐色 5YR5/2

口縁部、2状の沈線後ヘ
ラ状工具による綾杉状短
沈線（キザミ）を施し、
巻貝先端部による刺突文
を施す

第11図17 C-129
C-123 縄文 - (21.3) - - 5.5＋α 研磨 研磨 A・B・D 良好 褐灰色 5YR6/1 褐灰色 5YR4/1 口縁部に凹線文上に６単

位の刺突文を施す

第12図1 B-39 縄文 深鉢 (27.0) - 6.6 39.0
ヨコ方向二枚貝による条痕
調整後ナデ・二枚貝による
条痕調整後ナデ・ナデ

ヨコ方向二枚貝による条痕
調整後ナデ・タテ方向二枚
貝による条痕調整後ナデ・
ナデ

B・E・G 良好 橙色
褐色

7.5YR7/6
7.5YR6/1 明黄褐色 10YR7/6

外面屈曲部より上に強い
火を受け白色化している
個所見られる

第12図2 B-7・8 縄文 深鉢
(粗製) (29.1) - - 32.3＋α

二枚貝による条痕調整後ナ
デ・二枚貝によるヨコ方向
ナデ

ナデ B・C・E・
G 良好 にぶい黄橙色 10YR6/4 にぶい褐色

黒褐色
7.5YR5/4
7.5YR3/1

内面底部周辺のススは煮
沸時のコゲ

第12図3 A-46 縄文 深鉢 (25.0) (26.7) - (27.2)
二枚貝による条痕調整後研
磨・二枚貝による条痕調整
後ナデ

ナデ・二枚貝による条痕調
整後上半ヨコ方向ナデ、下
半タテ方向ナデ

A・C・E 良好 暗褐色 10YR3/3 暗褐色
橙色

7.5YR3/3
5YR6/6

口唇部・内面に凹線
外面一部黒色化

第12図4 C-90 縄文 深鉢 (34.4) (29.0) - (20.5) 二枚貝による条痕調整後ナ
ナメ方向ナデ

ナデ・二枚貝による条痕調
整後ヨコ方向ナデ、タテ方
向ナデ

A・C・E 良好 にぶい橙色 7.5YR6/3 暗褐色 7.5YR3/3 外面スス付着

第12図5 A-17 縄文 深鉢 (33.6) (31.4) - (18.3) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨

二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨 A・B・C 良好 にぶい黄橙色 10YR6/3 暗褐色 10YR3/4 外面大部黒色化

第12図6 C-125
C-113 縄文 深鉢 (27.2) (21.6) - (21.6)

二枚貝による条痕調整後上
半ヨコ方向ナデ下半は条痕
残る

二枚貝による条痕調整後上
半ヨコ方向ナデ下半研磨 A・C 良好 黄灰色 2.5Y4/1 灰褐色

黒色
7.5YR4/2
7.5YR2/1

内面は炭素吸着による黒
色化

第12図7 B-51 縄文 深鉢 (28.6) - - (16.6) ヨコ方向ナデ・丁寧なナ
デ・粗いナデ

ヨコ方向ナデ・ナデ・ヨコ
方向ナデ・二枚貝外面によ
る条痕調整

B・C・F やや
不良 にぶい黄橙色 10YR7/3 黒褐色

にぶい黄橙色
10YR3/1
10YR6/4

内面に植物・種子痕が多
く残る

第12図8 E-24 縄文 深鉢 (32.2) (31.2) - (29.1) - - A・B・C 良好 黒褐色 5YR3/1 褐色 7.5YR4/4

第12図9 A-36 縄文 深鉢 (26.8) (23.0) - (20.6) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コからナナメ方向ナデ

二枚貝による条痕調整後ヨ
コからナナメ方向ナデ A・C・E 良好 灰黄褐色 10YR5/2 にぶい黄色 2.5Y6/3

第12図10 A-12
A-15 縄文 深鉢 (27.8) (25.2) - (15.5) 二枚貝による条痕調整後ヨ

コ方向ナデ
ナデ・二枚貝による条痕調
整後研磨 A・C 良好 にぶい黄橙色 10YR6/3 灰黄褐色 10YR5/2 外面一部黒色化

第12図11 A-2 縄文 深鉢 (25.2) (18.4) - (16.6) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ・沈線

ナデ・二枚貝による条痕調
整後ヨコ方向研磨 A・C・E 良好 暗灰黄色 2.5Y5/2 黒褐色

にぶい褐色
10YR3/2
7.5YR5/4 内面一部黒色化

第12図12 B-87 縄文 深鉢 (25.0) (22.6) - (17.4) 二枚貝による条痕調整後ナ
ナメ、ヨコ方向研磨

二枚貝による条痕調整後ナ
ナメ、ヨコ方向研磨 A・C・E 良好 オリーブ褐色 2.5Y4/4 暗褐色

にぶい橙色
10YR3/3
7.5YR6/4 内外ともに一部黒色化

第12図13 C-121 縄文 深鉢 (20.2) (19.0) - (19.5) ヨコ方向ナデ
二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ、ナナメヨコ方
向ナデ

A・B・C・
E 良好 暗褐色 7.5YR3/3 褐色 7.5YR4/3

第12図14 B-57 縄文 深鉢 (20.6) (18.6) - (18.8) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

ナデ・二枚貝による条痕調
整後ナデ A・B・C 良好 灰黄褐色 10YR4/2 褐色

黒褐色
10YR4/4
2.5Y3/2

第12図15 C-80 縄文 深鉢
(粗製) (29.0) - - (28.7) 二枚貝内面による条痕調

整・ナデ

ナデ・二枚貝内面による条
痕調整後ナデ・二枚貝内面
による条痕調整

A・C・I 良好 にぶい黄橙色
にぶい黄褐色

10YR10/4
10YR5/4

明褐色
褐色

黒褐色

7.5YR5/6
7.5YR5/4
7.5YR3/1

黒斑は一次焼成時

法量の単位は㎝。（）書きは、残存と復原を表す。
胎土：Ａ角閃石　Ｂ石英　Ｃ長石　Ｄ赤色粒子　Ｅ白色粒子　Ｆ黒色粒子　Ｇ雲母　Ｈ砂粒

挿図番号 出土位置 種別 器種
法　　量()は復元・残存 調　整 色　調
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胎　土 焼成 備　考

口径 胴部径 底径 器高 内面 外面 内面 Hue 外面 Hue
挿図番号 出土位置 種別 器種

法　　量()は復元・残存 調　整 色　調

第13図1 A-22 縄文 鉢 (31.6) - - (14.3) ナデ・二枚貝内面による条
痕調整後ナデ

ナデ・二枚貝内面による条
痕調整後ナデ・ナデ B・E・G 良好 暗灰黄色 2.5Y4/2 橙色

褐灰色
7.5YR6/6
7.5YR4/1

(外)２次被熱
(内)種子痕あり
炭素吸着による黒色化、
反転復元

第13図2 A-46 縄文 深鉢 (28.4) (29.8) - (14.7) ナデ・二枚貝による条痕調
整後ナデ

二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向丁寧なナデ A・C・E 良好 黄灰色 2.5Y6/1 暗褐色 10YR3/3 内面大部分黒色化

口唇部、内面に凹線

第13図3 B-6 縄文 鉢 (22.0) (26.0) - - 二枚貝による条痕調整後研
磨

ナデ・二枚貝による条痕調
整後研磨 A・C 良好 黒褐色 10YR3/2 黒褐色 7.5YR3/1

全体に黒色化
外面凹線、刺突文
内面口唇部沈線

第13図4 B-79 縄文 深鉢 - - - (29.6) 二枚貝による条痕調整後ナ
ナメ方向ナデ

ナデ・二枚貝による条痕調
整後ヨコ方向ナデ A・C - 暗褐色 7.5YR3/3 灰黄色 2.5Y6/2

外面のナデは雑、条痕残
る。スス付着
反転復元

第13図5 A-25 縄文 鉢 (25.0) - - (14.3) 巻貝腹縁による条痕調整後
に粗いナデ

巻貝腹縁による条痕調整後
に粗いナデ

B・C・G・
I

やや
不良

黄褐色
黒褐色

2.5Y5/3
10YR3/1

褐灰色
にぶい褐色

10YR4/1
7.5YR5.3

内外面ともにスス付着、
植物種子痕あり

第13図6 B-64 縄文 深鉢 (30.6) (22.2) - (21.3)
二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ・胴部付近にケ
ズリ

二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ A・C・E - 灰黄褐色 10YR5/2 褐色 10YR4/4 外面、炭素付着による黒

色化

第13図7 A-31
A-43 縄文 深鉢 (33.8) (26.7) - (13.9) 二枚貝による条痕調整後ヨ

コ方向ナデ
二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ A・C・G 良好 浅黄色 2.5Y7/4 灰黄褐色 10YR5/2 内外面一部黒色化

第13図8 B-31 縄文 深鉢 (31.4) - - (19.5) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

ナデ・二枚貝による条痕調
整後ナデ B・C 良好 黄褐色 2.5Y5/3 にぶい黄色 2.5Y6/3 外面一部黒色化

第13図9 C-12 縄文 深鉢 (23.2) - - (13.5) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後ほ
ぼ未調整 A・B・C 良好 黄褐色 2.5YR5/3 灰黄褐色 10YR4/2

第13図10 B-55 縄文 深鉢
(粗製) (30.8) - (8.0) (29.7) ヨコ方向ナデ・二枚貝によ

る条痕調整
ヨコ方向ナデ・二枚貝によ
る条痕調整

B・C・E・
G・I 良好 にぶい黄橙色

黒褐色
10YR7/4
10YR3/1

褐色
褐灰色

10YR3/1
7.5YR5/1

内面煮沸により器壁が荒
れている

第13図11 F-8 縄文 鉢 (22.8) (22.2) - (13.4) ナデ？
器面ハクリあり不明瞭

二枚貝による条痕調整後ナ
ナメ方向ナデ・ナデ A・B・C 良好 黄灰色 2.5Y4/1 褐色 7.5YR4/3

第13図12 C-29 縄文 鉢 (18.0) (12.8) - (10.1) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ

ナデ・二枚貝による条痕調
整後上半ヨコ方向ナデ下半
タテ方向ナデ

A・C・E・
G 良好 にぶい橙色 7.5YR6/3 暗褐色 7.5YR3/3

第13図13 A-44 縄文 深鉢 - - - (20.0) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後ナ
デ A・C・E 良好 灰黄褐色 10YR5/2 にぶい黄色 2.5Y6/3

内面一部黒色化
外面一部炭素吸着による
黒色化

第13図14 C-54 縄文 深鉢 - - - (14.0) ヨコ方向丁寧なナデ・ナナ
メ方向ナデ

ヨコ方向丁寧なナデ・タテ
方向ナデ A・C 良好 黄灰色 2.5Y4/1 暗褐色 7.5YR3/3

外面下半は二枚貝による
条痕調整不明瞭だが見え
る

第13図15 B-67 縄文 深鉢 - - - (14.3) 研磨・二枚貝による条痕調
整後ナデ

ナデ・二枚貝による条痕調
整後ナデ A・B・C 良好 にぶい橙色 7.5YR6/3 暗褐色 7.5YR3/3

外面一部炭素付着による
黒色化
補修孔あり

第13図16 B-36 縄文 深鉢 - - - (15.7) ナデ ナデ・二枚貝による条痕調
整後ナデ C・E 良好 黄灰色 2.5Y5/1 オリーブ褐色 2.5Y4/4 内部一部凹線

外面一部黒色化

第13図17 A-78 縄文 深鉢 - - - (18.1) ヨコ方向ナデ
二枚貝による条痕調整後上
半ヨコ方向研磨、下半ナナ
メ方向研磨

A・B・C・
D 良好 暗褐色 10YR3/4 褐色 7.5YR4/3

第13図18 B-61 縄文 深鉢 - - - (17.0) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後粗
いナデ(条痕残る） A・C 良好 灰黄色 2.5Y6/2 にぶい黄橙色 10YR6/3

第13図19 C-18 縄文 深鉢 - - - (29.5) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ

二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ

A・C・E・
G

やや
不良 黄灰色 2.5Y4/1 灰褐色

黒色
7.5YR4/2
7.5YR2/1 外面に明瞭な接合痕

第13図20 A-30 縄文 深鉢 - - - (26.1) ナデ 二枚貝による条痕調整後ナ
デ A・C・E 良好 黒褐色 2.5Y3/2 暗褐色

にぶい黄橙色
10YR3/3
10YR6/3 外面一部黒色化

第13図21 B-1 縄文 深鉢 - - - (28.7) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後ナ
デ A・B・C 良好 黄褐色 2.5Y5/3 灰黄褐色 10YR5/2

外面一部炭素付着による
黒色化
内面一部黒色化

第13図22 B-58 縄文 深鉢 - - - (22.0) ナデ 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ A・B・C 良好 にぶい黄橙色 10YR7/3 灰黄色 2.5Y6/2 外面一部黒色化

第13図23 B-70 縄文 深鉢 (12.7) 二枚貝による条痕調整後ナ
ナメ方向研磨

ナデ・二枚貝による条痕調
整後ヨコ方向研磨、タテ方
向研磨

A・C・E 良好 灰黄色 2.5Y6/2 オリーブ褐色 2.5Y4/6 外面一部黒色化

第13図24 E-28 縄文 深鉢 - - - (12.5) ヨコタテ ヨコ方向・二枚貝による条
痕調整・ナナメ方向 A・B・C 良好 黄灰色 2.5Y4/1 灰褐色

黒色
7.5YR4/2
7.5YR2/1 条痕調整痕、明瞭に残る

第13図25 C-102 縄文 深鉢 - - - (17.9) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨 A・B・C 良好 にぶい黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色 10YR6/3 外面一部スス付着

第13図26 A-24 縄文 深鉢 (19.0) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨、ナデ

二枚貝による条痕調整後研
磨 A・B・C 良好 にぶい黄橙色 10YR5/4 灰黄褐色 10YR4/2 補修孔あり

第14図1 C-44 縄文 深鉢 - (27.6) - (19.7) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ

二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向丁寧なナデ(但し、条
痕は明瞭）

A・B・C 良好 にぶい黄橙色 10YR7/2 灰黄褐色
にぶい黄橙色

10YR4/2
10YR5/4 内外ともに一部黒色化

第14図2 A-98 縄文 深鉢 - (20.6) - (19.0) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ

二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨・ヨコ方向ナデ A・B・C 良好 灰黄褐色 10YR9/2 褐色 7.5YR4/4 外面一部黒色化

第14図3 D-26 縄文 深鉢 - (30.6) - (18.9)
二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向ナデ、ナナメ方向ナ
デ

二枚貝による条痕調整後ナ
ナメ方向ナデ A・C・E 良好 灰黄褐色～褐

灰色
10YR5/2～
10YR4/1

黒褐色～明赤
褐色

5YR2/1～
5YR5/1

第14図4 C-93 縄文 鉢 - - 6.8 (3.3) ナデ 二枚貝による条痕調整後研
磨ナデ A・C 良好 にぶい黄橙色 10YR7/3 にぶい黄橙色 10YR6/4 一部スス付着

第14図5 C-54 縄文 鉢 - - 3.7 (2.5) ナデ ナデ A・C 良好 にぶい黒褐色 10YR5/4 にぶい黒褐色 10YR5/3

第14図6 C-62 縄文 鉢 - - 3.9 (2.2) ナデ ナデ A・C・H 良好 灰黄色 2.5Y6/2 浅黄色 2.5Y7/3 内面一部黒色化

第14図7 C-3 縄文 鉢 - - 10.1 (2.1) ナデ ナデ A・C・D 良好 にぶい黄橙色 10YR7/2 浅黄橙色 10YR8/4 内面一部黒色化

第14図8 C-48 縄文 - - 3.8 (1.8) ナデ ナデ A・C 良好 灰黄褐色 10YR6/2 にぶい橙色 7.5YR7/3

第14図9 B-75 縄文 鉢 - - 5.3 (2.1) ナデ 研磨 A・C 良好 灰色 5Y4/1 にぶい黄褐色 10YR4/3

第14図10 B-7 縄文 浅鉢
（精製） - - - (2.8) 丁寧なナデ 凹線・ナデ・研磨 A・C・G 良好 褐灰色 10YR4/1 にぶい黄褐色

～褐灰色
10YR5/4～
10YR4/1

内面は1次焼成時の黒斑
外面は部分的に炭素吸着
か？

第14図11 B-84 縄文 鉢 - - 3.0 (2.3) 研磨 研磨・ナデ A・C・E 良好 褐灰色 10YR5/1 にぶい黄色 2.5Y6/3

第14図12 A-78 縄文 鉢 - - 9.2 (7.8) ナデ 二枚貝による条痕調整後タ
テ方向ナデ・ナデ A・B・C 良好 にぶい橙色 7.5YR6/3 暗褐色 7.5YR3/3 内面炭素付着による黒色

化

第14図13 A-27 縄文 深鉢 - - 5.8 (8.4)
ススによる黒色化・二枚貝
による横方向の条痕調整・
ナデ

ススによる黒色化・二枚貝
による条痕調整

A・C・G・
I 良好 にぶい黄橙色

～黒褐色
10YR5/3～
10ＹＲ3/1

にぶい黄橙色
～褐灰色

10YR7/4～
10YR5/1

ある程度土器が乾燥した
状態で2枚貝による条痕
調整を行う。その為ミガ
キに近い調整となってい
る

第14図14 B-82 縄文 鉢 7.3 (5.9) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後ナ
デ・ナデ A・B・C 良好 にぶい黄色 2.5Y6/3 灰黄色 2.5Y6/2 内面一部黒色化

第14図15 E-ヒ 縄文 深鉢 - - 3.0 (8.9) ナデ ナデ A・B・C 良好 にぶい黄橙色 10YR5/3 にぶい黄橙色 10YR7/4 外面一部スス付着

第14図16 B-北ﾍﾞﾙﾄ 縄文 深鉢 - - 4.8 (10.3) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後研
磨・ナデ A・B・C 良好 浅黄色 2.5Y7/3 浅黄色 2.5Y7/3

外面一部黒色化、炭素吸
着
内面小石抜けあり

第14図17 B-68 縄文 鉢 - - 7.5 (8.4) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後タ
テ方向ナデ・ナデ A・B・C 良好 にぶい黄色 2.5Y6/4 にぶい褐色 7.5YR3/3 内面一部黒色化

接合痕、明瞭に残る

第14図18 B-53 縄文 深鉢 - - 6.4 (10.2) ナデ 二枚貝による条痕調整後タ
テ方向研磨・ナデ A・B・C 良好 灰黄色 2.5Y7/2 にぶい橙色 7.5YR6/4

第14図19 B-7 縄文 深鉢 - - 5.1 (8.9) - - A・C・E 良好 黄灰色 2.5Y5/1 黄灰褐色 10YR5/2

第14図20 C-126 縄文 鉢 - - 6.1 (9.4) 二枚貝条痕調整後ナデ調
整・部分的にススが付着

縦方向に二枚貝による条痕
調整・2次被熱と部分的にス
スが付着

C・G・E 良好 褐灰色～にぶ
い橙色

7.5YR4/1
～

7.5TR6/4
橙色 2.5YR6/6 内面煮沸により器面が荒

れている。

第14図21 B-2 縄文 鉢 - - 10.0 (9.0) 二枚貝によるタテ方向・ヨ
コ方向の条痕調整

二枚貝によるタテ方向の条
痕調整 A・B・C 良好 にぶい赤褐色 7.5R5/3 赤褐色 10R5/4

法量の単位は㎝。（）書きは、残存と復原を表す。
胎土：Ａ角閃石　Ｂ石英　Ｃ長石　Ｄ赤色粒子　Ｅ白色粒子　Ｆ黒色粒子　Ｇ雲母　Ｈ砂粒
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胎　土 焼成 備　考

口径 胴部径 底径 器高 内面 外面 内面 Hue 外面 Hue
挿図番号 出土位置 種別 器種

法　　量()は復元・残存 調　整 色　調

第14図22 C-116 縄文 深鉢 - - 7.6 (5.9) ナデ 二枚貝による条痕調整後研
磨・ナデ C・G・H 良好 浅黄橙色 7.5YR8/4 にぶい黄橙色 10YR7/4

第14図23 A-87
B-10 縄文 深鉢 - - 10.4 (14.3) 丁寧なナデ・ナデ

二枚貝外面による条痕調整
後に粗いナデ・ケズリ・ナ
デ

A・C・E・
H 良好 橙色

黄橙色
7.5YR7/6
7.5YR7/8

明黄褐色
黄橙色

10YR7/6
10YR7/8

(内)スス付着、被熱によ
り器壁剥離
(外)部分的に黒斑あり

第14図24 A-71 縄文 鉢 - - 4.7 (12.0)
二枚貝による横方向の条痕
調整・二枚貝による縦方向
の条痕調整

二枚貝による横方向の条痕
調整・二枚貝による縦方向
の条痕調整

A・B・C・
G 良好 黒褐色～にぶ

い黄褐色
10YR3/2～

YR5/4 橙色～赤灰色
2.5YR6/6

～
2.5YR4/1

ある程度土器が乾燥した
状態で2枚貝による条痕
調整を行う。その為ミガ
キに近い調整となってい
る

第14図25 C-102 縄文 鉢 - - 6.3 (5.3) ナデ 二枚貝による条痕調整後研
磨 A・B・C 良好 黄灰色 2.5Y5/1 オリーブ褐色 2.5Y4/4 外面一部黒色化炭素付着

か

第15図1 A-北ﾍﾞﾙﾄ 縄文 鉢 - - - (9.4) ヨコ方向・タテ方向 二枚貝による条痕調整後研
磨 A・C 良好 暗褐色 10YR3/4 褐色 7.5YR4/3 外面凹線、刺突あり

第15図2 C-14 縄文 浅鉢 - - - (6.1) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

ナデ・二枚貝による条痕調
整後ナデ A・C・G 良好 灰黄色 2.5Y6/2 にぶい黄橙色 10YR6/3

内面一部黒色化
外面一部凹線、一部炭素
付着

第15図3 B-86 縄文 鉢 - - - (7.3) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後ナ
デ A・B・C 良好 にぶい黄橙色 10YR6/4 にぶい黄橙色 10YR6/3 外面一部炭素付着による

黒色化

第15図4 C-54 縄文 鉢 (40.4) - - (13.9) ナデ・ヨコ方向ナデ ナデ・タテ方向ナデ A・C・E 良好 にぶい赤褐色 7.5R5/3 赤褐色 10R5/4 一部スス付着

第15図5 B-南ﾍﾞﾙﾄ 縄文 鉢 - - - (3.5) ナデ・二枚貝内面による条
痕調整 斜位の短沈線 C・E 良好 褐灰色 5YR5/1 灰白色 10YR8/2 肥厚させた口縁部に斜位

の短沈線文を施す

第15図6 B-78 縄文 鉢 (29.2) - - (5.8) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後ナ
デ A・B・C 良好 浅黄色 2.5Y7/3 浅黄色 2.5Y7/3 内外ともに一部黒色化

口唇部・外面に凹線

第15図7 A 縄文 浅鉢 - - - (3.9) ナデ ナデ A・B・E・
H 良好 黒褐色 2.5Y3/1 黒褐色 2.5Y3/1

渦巻状沈線と短沈線の組
み合わせ。施文後に炭素
吸着により黒色化

第15図8 D-北ﾍﾞﾙﾄ 縄文 浅鉢 (31.0) - - (4.6) 二枚貝による条痕調整後研
磨

二枚貝による条痕調整後研
磨

A・B・C・
E 良好 灰黄褐色 10YR6/2 灰褐色 7.5YR6/2

内外面とも二枚貝による
条痕調整ののちに研磨。
薄く黒色化する。口縁部
は４単位の山形口縁と刺
突文を２列施す。頸部の
刺突は２単位か。

第15図9 A-38 縄文 浅鉢 (24.8) - - (6.3) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後ナ
デ

A・C・E・
F 良好 にぶい黄褐色 10YR5/3～

5/4 にぶい褐色 7.5YR5/3
～5/4

(外)ほぼ全面にスス付着
(２次焼成によるもの
か）刺突文２個１対
１ヶ所

第15図10 C 縄文 鉢 (30.4) - - (6.7) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ、その後研磨

ナデ・二枚貝による条痕調
整後ナデ

A・B・C・
I 良好 黒色 5Y2/1 にぶい黄褐色

褐灰色
10YR5/4
10YR4/1

４単位の山形口縁、その
波頂部下に２列の刺突文
内面にのみ研磨による黒
色化が見られる
外面は口縁部付近にスス
が付着

第15図11 C-107 縄文 浅鉢 (12.5) - - (7.3) 二枚貝による条痕調整後丁
寧なナデ

二枚貝による条痕調整後ナ
デ、その後研磨 B・E・G 良好 黄灰色 2.5Y4/1 灰褐色

黒色
7.5YR4/2
7.5YR2/1

口縁部２条の凹線気味の
沈線文
外面のみ研磨がおこなわ
れる

第15図12 A-40 縄文 浅鉢 24.1 - - (10.1) タテ方向に丁寧なナデ ヨコ方向に丁寧なナデ A・C・E・
H 良好

にぶい橙色
にぶい褐色

黒褐色

7.5YR6/4
7.5YR5/4
7.5TR2/2

褐色
暗褐色

7.5YR4/4
7.5YR3/4

炭素吸着による黒色化が
一部見られる
刺突文 １対１ヶ所

第15図13 C-10 縄文 浅鉢 (16.2) - - (5.1) ナデ 研磨 C・I 良好 褐灰色～にぶ
い黄橙色

7.5YR6/1
～10YR7/2

褐灰色～灰黄
褐色

10YR4/1～
10YR6/2

外面から口縁内面は薄く
炭素吸着か？

第15図14 E-7 縄文 浅鉢 (20.4) - - (4.7) 二枚貝外面による条痕調
整・研磨 ナデ B・C・E 良好 黒 10YR*1.7/

1 褐灰色 10YR4/1

4単位の山形口縁、口縁
部と屈曲部の間に沈線文
2条。内外面とも炭素吸
着による黒色化

第15図15 B-91 縄文 浅鉢 (17.8) - - (6.5) 二枚貝による条痕調整後ナ
デ

二枚貝による条痕調整後研
磨 A・B・C 良好 灰黄褐色 10YR5/2 にぶい黄褐色 10YR5/4

第15図16 C-47
C-テ 縄文 鉢 (29.2) - - (5.7) 二枚貝による条痕調整後ヨ

コ方向ナデ、タテ方向ナデ
ナデ・二枚貝による条痕調
整後ヨコ方向ナデ A・C・E 良好 黄灰色 2.5Y4/1 赤褐色 10R5/4 補修孔あり

第15図17 - 縄文 - - - - - - - - - 黄灰色 2.5Y4/1 暗褐色 7.5YR3/3

第15図18 A-下層 縄文 浅鉢 (15.0) - (3.1) 8.4
スス付着.二枚貝内面による
条痕調整後ナデ調整・ナデ
調整

二枚貝条痕調整後ナデ調
整・スス付着・ナデ調整 B・C・I 良好 褐灰色～にぶ

い褐色

7.5YR4/1
～

7.5TR5/4

黒褐　にぶい
褐色

7.5YR3/1
～

7.5YR7/4

外面はスス付着による黒
色化

第15図19 C-76 縄文 浅鉢 (14.2) - (11.8) (7.6) 赤色顔料付着
条痕調整後に丁寧なナデ調
整、一部炭化物付着・二枚
貝による条痕調整後ナデ調
整

B・C・G 良好 灰黄褐色 10YR5/2 にぶい黄橙 10YR6/3 内面赤色顔料付着、赤色
顔料容器か？

第15図20 B-23 縄文 浅鉢 (13.2) - - (7.7)
二枚貝もしくは棒状工具を
使用しての研磨（ヨコ方
向）・タテ方向の研磨

二枚貝もしくは棒状工具を
使用しての研磨（ヨコ方
向）・タテ方向の研磨

A・B・I 良好 にぶい赤褐色 7.5R5/3 赤褐色 10R5/4 部分的に炭素吸着

第15図21 B-63 縄文 鉢 (23.8) (9.2) 二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨

二枚貝による条痕調整後ヨ
コ方向研磨 A・B・C 良好 にぶい黄褐色 10YR5/3 褐色 10YR4/4 外面凹線あり

内面一部黒色化

第15図22 B-100
B-101 縄文 浅鉢 (17.2) - (5.0) 8.9 研磨・ナデ 研磨・ナデ B・C・E 良好 黒褐色 5YR3/1 褐色 7.5YR4/4 屈曲部から口縁部にかけ

てのみ研磨を行う。

第15図23 B-83 縄文 浅鉢 (19.6) - 3.0 7.4 二枚貝による条痕調整後ナ
デ・ナデ

凹線施文後にナデ・条痕調
整後ナデ・その後研磨 C・F・I 良好 灰黄褐色～褐

灰色
10YR5/2～
10YR4/1

黒褐色～明赤
褐色

5YR2/1～
5YR5/1

外面炭素吸着による黒色
化・口縁部に部分的に強
火を受けた赤化が見られ
る

第15図24 B-サ 縄文 浅鉢 - (10.6) - - 素地に化粧土を貼り研磨す
る

素地に化粧土を貼り研磨す
る

A・B・C・
E 良好

にぶい褐色
明褐色
黒褐色

7.5YR5/4
7.5YR5/6
7.5YR3/1

～3/2

橙色
明褐色
黒褐色
黒色

7.5YR6/8
7.5YR5/8
7.5YR3/1
7.5YR2/1

内面の黒色は炭素吸着時
か

第15図25 B-8 縄文 浅鉢 - - 8.7 (5.8) 二枚貝条痕調整後ナデ調
整・ナデ

2枚外面による条痕調整・部
分的に1次焼成時の黒斑及び
ススが付着・2条沈線文

C・B・D 良好 灰黄色～黄灰
色

2.5YR6/2
～2.5Y5/1

にぶい黄橙～
黒褐色

10YR6/3～
10YR3/1

縦位の沈線文2列施しそ
の間をジグザグ状の短沈
線文を施す

第15図26 B-48 縄文 浅鉢 - - - (6.4) 二枚貝による条痕調整後研
磨 研磨 A・C・E 良好 黒褐色 2.5Y3/2 黄灰色 2.5Y5/1 外面は丁寧な研磨

第15図27 B-南ﾍﾞﾙﾄ 縄文 小型浅鉢 10.0 - - 2.7 ナデ調整 ナデ調整 A・B・C・
D 良好 屈曲部に幅狭な枕線が2

条

第15図28 B 縄文 椀 (16.8) - - 5.4 二枚貝条痕調整後ナデ及び
口縁部付近研磨

３枚貝条痕調整後ナデ及び
口縁部付近研磨 A・B・C 良好 オリーブ褐色 2.5Y4/4 にぶい黄橙色 10YR6/3

第15図29 C-40
C-4 縄文 椀 - - 9.2-

11.3
4.3-
5.3 丁寧なナデ 丁寧なナデ A・B・C・

E 良好 にぶい褐色 7.5YR5/3 にぶい橙色 7.5YR6/4
底辺は楕円状
口縁は４単位の山形状口
縁になるか

第15図30 A-下層 縄文 - - - (4.9) ナデ ナデ B・C 良好 灰黄褐色 10YR5/3 褐灰色 10YR4/1 焼成前尖孔１ヶ所あり

第15図31 D-北ﾍﾞﾙﾄ 縄文 注口 - - - 3.4+α ナデ ナデ A・B・E 良好 橙色 5YR6/6 にぶい橙色 5YR6/4

第15図32 C-86 縄文 脚付鉢 (11.7) - - (6.8) ナデ ナデ・丁寧なナデ A・C・E・
F 良好 にぶい黄橙色 10YR6/3 灰黄褐色

にぶい黄橙色
10YR6/2
10YR6/3

鉢は方形、口縁部にヘラ
状工具による斜格子状沈
線文

法量の単位は㎝。（）書きは、残存と復原を表す。
胎土：Ａ角閃石　Ｂ石英　Ｃ長石　Ｄ赤色粒子　Ｅ白色粒子　Ｆ黒色粒子　Ｇ雲母　Ｈ砂粒

高杯
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最大長 最大幅 最大厚

第16図1 C 石器 打製石鏃 2.6 1.4 0.3 0.7 黒曜石

第16図2 A 石器 石錐 4.4 1.4 0.3 2.3 サヌカイト 先端部、使用時に欠損。

第16図3 B 石器 6.2 2.2 0.8 11.8 黒曜石

第16図4 C-95 石器 石匙 2.8 6.2 0.7 11.5 安山岩 自然面なし

第16図5 B-4 石器 縦型石匙 13.8 6.4 0.7 97.9 サヌカイト 抉り部は左右非対象

第16図6 C-64 石器 打製石斧

大型剥片

13.0 5.6 1.4 120.0 安山岩 側面は全体に刃部。

第16図7 C-4 石器 打製石斧 17.2 7.2 2.2 380.0 サヌカイト 刃部の摩滅痕は使用時のものか

第16図8 C 石器 打製石斧 7.6 6.0 1.2 51.9 サヌカイト 刃部の擦痕は風化の可能性有

第16図9 B-15 石器 磨製石斧 14.4 5.1 2.6 320.0 蛇紋岩 刃部に使用痕残る

第16図10 一括 石器 石核 6.2 5.4 4.0 130.0 黒曜石 裏面に微細剥離有。

第16図11 B-110 石器 磨石 13.4 11.8 3.5 940.0 安山岩 側面に敲打痕有

第16図12 A-100 石器 石皿 15.5 14.2 6.1 1980.0 凝灰岩 稜線が出るほど使いこまれている

第17図1 A-81 石製品 円盤状石製品 9.4 8.5 0.7 88.6 緑泥片岩 側面は前面加工

第17図2 C 石製品 穿孔円盤状石製品 7.6 7.9 2.0 87.0 凝灰岩 穿孔は両側穿孔

第17図3 A 土製品 円盤状土製品 5.5 5.4 0.7 63.3 -

表面は丁寧なナデ

胎土：角閃石・長石・白色粒子

色調：黒褐色、焼成：良好

第17図4 C-14 石器 十字形石器 6.7 6.8 0.8 40.0 緑泥片岩 片面のみ擦痕有

第17図5 C-1 石器 石棒 15.3 11.0 8.5 1560.0 安山岩 敲打痕がみられる

挿図番号 備考石材
重さ

（g）

法量（㎝）
器種種別出土位置
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所 在 地 コード 北緯 東経 発掘期間 発掘面積 調査原因

市町村 遺跡番号

44204-6 204162 33°18′29″ 130°57′3″ 20150901

　　～

　20151020

　272㎡

記録保存

調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上井手遺跡

４次

集落 縄文時代 溝状遺構 縄文土器

石器

石製品

土製品

加工場所や祭祀場所の

存在が想定され、その

周辺に廃棄されたと考

えられる大量の縄文土

器が出土

要　約 　遺跡は日田盆地東部の三隈川右岸の沖積地に広がる。調査では縄文時代後期後半から末にかけての大量の縄文土器が

出土した。これらの土器は大型の破片が多く、器面ほとんどが摩耗していないことから、周辺からの流れ込みによるも

のでなく、この場所に廃棄されたものと考えられる。また、台石や石皿などの大型石器、十字形石器や石棒などの祭祀

系遺物が近い位置が出土していることから、加工作業場所や祭祀場所が存在していた可能性がある。こうしたことから、

この場所を様々な行為に利用してきた人々の拠点的な集落が調査地近辺に存在することが想定され、この集落は過去の

調査例と比較しても当時の日田盆地の中でも大きな集落の一つであったと考えられる。


